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平成２６年度宮崎県（宮崎市）地方青少年少林寺拳法錬成大会（報告書）

１ 開催期間 平成２６年８月２３日（土）～８月２４日（日）

２ 開催場所 宮崎県総合運動公園（体育館）

３ 講師名 [氏 名] [称号・段位]

派遣講師 古川 真澄 正範士・七段

中山 文夫 正範士・七段

高辻 吉治 正範士・七段

地元講師 吉野 信弘 正範士・七段

笠 新也 正範士・七段

４ 種 目 少林寺拳法

５ 参加者数 小学生８１名 中学生１６名 高校生２０名 合計１１７名

６ 概要報告

(1) 研修会経過

平成２６年度宮崎県（宮崎市）地方青少年少林寺拳法錬成大会は、８月２３日（土）

・２４日（日）の２日間、宮崎県内各支部から、日頃少林寺拳法を修練する小・中・高校

生１１７名が参加、さらに、大学生や県内支部の指導者も参加し、宮崎市にある宮崎県総

合運動公園（体育館）で開催された。

派遣講師として神奈川県より古川真澄 正範士、三重県より中山文夫 正範士、大阪府よ

り高辻吉治 正範士においでいただき、地元講師の吉野信弘 正範士と笠新也 正範士とと

もに熱心に御指導いただいた。

前日打合会は、宮崎県教育庁スポーツ指導センター 向井大蔵所長、宮崎県少林寺拳法

連盟 鳴海秀幸副理事長、松浦牧男副理事長、是沢利秋相談役 をはじめ、宮崎県少林寺

拳法連盟役員、宮崎県公立武道館協議会（宮崎県教育庁スポーツ指導センター）の担当者

が出席し、研修日程や指導計画等について確認や協議を行った。

開会行事では、向井大蔵（宮崎県公立武道館協議会）理事長が主催者のあいさつを行っ

た。次に、中山成彬氏（日本武道館常任理事）、渡辺創氏（宮崎県少林寺拳法連盟副会長）

が主管団体のあいさつを行った。さらに、講師の先生方から錬成大会における心構えなど

をお話しいただいた。

錬成大会は、派遣講師を含めた全員で「鎮魂行」を行った。その後、ウォーミングアッ

プ、ストレッチを古川講師が中心となり指導いただいた。ウォーミングアップ後は、基本

錬成として全体で、「突き」「蹴り」「受け」「相対練習」を行った。その後、実技１として、

級・段別に５班で分かれ、基本の剛法・柔法を５名の講師から段階に応じて懇切丁寧にお

教えていただいた。また、「重心軸（体幹）の必要性、天地拳第１の相対、竜王拳第１の

相対、逆手投げ」についても丁寧に指導が行われた。また、中山講師が「思いやりの大切

さ」と題して、古川講師「呼吸・脳の働き」と題して、高辻講師「ダーマと命の考え方」

と題して、それぞれ２０分程度講話をいただき、引率として参加していた各支部の指導者

の方々も熱心に聞き入っていた。子供たちを指導する指導者にとっても刺激となった錬成

大会となった。閉会行事では、古川講師から受講生代表の渋田晃輝（しぶたこうき）くん

に「錬成証」が授与され、受講生を代表して南野陽向（みなみのひなた）さんがお礼のこ

とばを述べた。
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(2)日 程

８月２３日（土）１０：００ 開会行事、鎮魂行

１０：２０～１２：００ 実技Ⅰ［基本の剛法・柔法］

１３：００～１５：３０ 実技Ⅱ［基本の剛法・柔法］

５班編制で実施

気合いの出し方、小手抜、寄技、逆小手、

送小手、帯取りゲーム、講義

８月２４日（日） ９：３０～１２：００ 鎮魂行、実技Ⅲ

ウォーミングアップ、ストレッチ

基本錬成、竜王拳第１の相対、逆手小手

１３：００～１４：４０ 実技Ⅳ

少林寺拳法ビンゴ（全体で動きを確認する）

～５班編制で実施

講話

実技Ⅴ

級・段別で５班に分け、基本の剛法・柔法

１４：５０～１５：１０ 受講生から講師への質問

１５：２０～１５：３０ 閉会行事

７ 所感

今回の錬成大会は、５名の指導者の素晴らしい技術だけでなく、少林寺拳法の目指す「人

間教育」という面を様々な面で垣間見た錬成大会であった。また、勝敗を超えたところにあ

る相手に対する思いやりや優しさを大切にする精神に触れることができ、少林寺拳法を修練

する意義を教えていただく非常に有意義な機会となった。さらに、日頃から子供たちへの指

導に当たっている各支部の指導者にも、講師の方々の講話や指導法に触れる機会となり、指

導者の方々の今後の指導にも大きな影響を与えたのではないかと考える。

今回の会場は、空調設備がなく非常に厳しい環境での錬成であった。しかし、大きな体調

不良を訴える受講生は出なかった。講師が状況を見て適切に休憩や水分補給の時間を確保し

ながら進めた結果であり、また、氷や水分等を各支部ごとに準備され適切な対応を行った結

果であると考える。指導者及び参加者の意識の高さにより錬成大会を計画通り進めることが

できた。本年度の高校総体から、少林寺拳法は正式種目となり、今後さらなる普及・発展が

望まれる。県公立武道館協議会として、今後より一層、少林寺拳法競技の普及と競技力向上

に向けて、関係団体と連携していきたい。


